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飼料用米普及活動の１０年を振り返って

飼料用米の多収生産の機運を高めるために２０１６年度に始まったコンテスト「飼料
用米多収日本一」は、本年度の実施を持って終了します。
飼料用米生産は今後も振興するが、１０年の間に全体のレベルが向上し、技術も成熟

度を増してきたと評価出ると考えます。全国的に飼料用米活用の畜産物が普及し、新し
い消費が生まれてきたことも評価できると考えます。
初年度大臣賞受賞者の１０アール当たり収量は９３２キロ。
その後も９００キロ超えが相次ぎ、歴代最高となったのは２３年度受賞者の９７４キ

ロだった。受賞者の地域は北海道、東北、関東、中国と幅広い。
最終年となった昨年は、九州の宮崎県で４戸が表彰となり、２０２３年以来の努力が

実ったことは特筆に値すると考えます。
初開催の２０１６年当時の飼料用米作付面積は９・１万ヘクタール。ピーク時は１

４・２万ヘクタール（２２年）まで増えた。政府戦略に掲げていた多収品種の導入は進
み、作付面積全体に占める割合は、１６年の４３％から２５年の８７％に増えた。

食用米の不足が起り、飼料用米に転嫁していた米作が急遽食用米に転嫁できたという
ことを含め、この間の飼料用米の果たした役割は高く評価できると考えます。
今後、関係各位との様々な経験を交流し、新しい時代を築いてまいりたいと思います。
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